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目

録

一

江

戸

表

に

て

或

時

尾

わ

り

殿

紀

伊

殿
江

御

見

舞

の

節

、

御

対

御

面

延

引
ニ

付

御

不

興

の

事

一

水

戸

頼

房

御

若

年

の

時

男

立

の

事

一

松

平

薩

摩

守

忠

吉

卿

江

戸

表

江

参

勤

御

逗

留

の

う

ち

御

死

去

之

事

一

武

道

を

嗜

者

ハ

戦

場

江

の

覚

悟

可

有

と

権

現

様

上

意

之

事

一

大

坂

冬

御

陳

の

節

権

現

様

御

陳

江

政

宗

・

義

宣

・

景

勝

、

同

道

に

て

被

参

事

一

大

坂

御

陳

御

あ

つ

か

ひ

被

成

候

御

悦

と

し

て

城

中

よ

り

織

田

有

楽

・

大

野

修

理

茶

臼

山

急

来

り

し

事

一

大

坂

冬

御

陳

の

時

城

方

よ

り

下

町

筋

自

焼

の

事

一

大

猷

院

様

御

代

天

海

大

僧

正

御

伽

に

被

出

気

詰

り

な

り

と

被

申

し

事

一

権

現

様

佐

竹

義

宣

を

律

義

な

る

者

と

上

意

有

之

し

事

一

大

坂

御

陳

の

時

将

軍

様

よ

り

御

陳

法

の

御

書

付

を

権

現

様
江

御

覧

に

被

入

し

事

一

大

坂

御

陳

の

と

き

将

軍

様

江

戸

表

御

発

駕

御

急

被

遊

候

ニ

付

権

現

様

こ

と

の

外

御

き

嫌

不

宜

事

一

権

現

様

京

都

御

立

被

遊

大

坂

江

御

取

懸

被

遊

候

節

の

事

一

大

坂

落

城

の

朝

権

現

様

に

は

御

持

旗

・

御

長

柄

等

住

吉

辺

へ

立

申

へ

き

と

の

上

意

之

事

終
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江

戸

表

に

於

て

或

時

尾

張

殿

紀

伊

国

殿
江

御

見

舞

之

儀

こ

れ

あ

り

、

其

節

頼

宣

公
ニ

ハ

御

髪

に

ゆ

ひ

懸

り

被

遊

御

座

候

に

よ

り

御

出

席

お

そ

く

候
ニ

付

、

義

直

公

安

藤

帯

刀

へ

被

仰

候

は

、

べ

つ

に

用

事

と

て

も

無

之

候

得

と

も

此

辺

を

通

り

候
ニ

付

立

寄

候

、

其

方
ニ

逢

御

無

事

の

由

を

聞

候

う

へ

ハ

面

談

に

ハ

及

ひ

不

申

と

被

仰

御

立

被

成

候

を

、

今

少

し

御

待

被

遊

被

下

候

様
ニ

と

申

上

、

帯

刀

は

頼

宣

公

の

御

側

江

参

り

尾

わ

り

様

ニ

は

御

待

兼

被

遊

候
ニ

や

御

帰

り

可

被

成

と

被

仰

候

お

今

少

し

と

申

上

候
ニ

付

御

待

被

遊

御

座

候

只

今

に

て

は

御

前

様

の

御

親

方

と

て

ハ

尾

張

様

計

に

て

御

座

候

所

に

あ

な

た

様

抔

を

御

ま

た

せ

被

遊

候

様

な

る

義

か

御
座
有
も
の
ニ

候
や
と
被
申
上
候
へ
ハ
、
御
心
得
被
成
候

と

て

早

々

御

仕

上

あ

ら

れ

御

対

顔

相

す

ミ

尾

張

殿

御

帰

り

以

後

御

髪

を

そ

ろ

へ

候

仁

を

御

呼

出

し

被

遊

、

先

程

お

わ

り

殿

御

出

の

節

わ

れ

ら

お

そ

く

出

候

と

て

帯

刀

殊

外

し

か

り

た

る

時

、

わ

れ

ら

落

る

い

せ

し

躰

を

定

而

鏡

に

う

つ

り

た

る

ニ

て

あ

る

へ

し

其

方

は

見

候

や

と

御

尋

に

付

御

意

の

通

御

落

涙

被

遊

候

御

顔

色

の

御

鏡

に

移 （
映
）

ら

せ

ら

れ

候

を

見

上

奉

候

、

尤

尾

張

様

の

義

と

は

申

な

か

ら

余

り

な

る

帯

刀

の

被

申

上

様

と

私

式

の

者

の

心

に

も

存

上

候

と

申

上

候

へ

ハ

、

頼

宣

公

御

聞

被

成

其

方

抔

が

心

に

は

左

様

に

推

量

す

べ

き

と

思

ふ

に

付

尋

た

る

そ

、

先

程

帯

刀

か

我

等

へ

言

聞

せ

た

る

こ

と

く

の

義

を

誰

有

て
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言

物

と

て

は

外
ニ

は

無

之

、

あ

の

様

な

る

こ

と

を

も

言

兼

間

敷

者

と

思

し

召

わ

れ

ら

へ

御

附

被

下

た

る

御

心

入

の

程

が

難

有

仕

合

な

り

と

権

現

様

の

御

事

を

思

ひ

出

し

覚

へ

ず

落

涙

せ

し

と

御

申

聞

ら

れ

候

と

な

り

一

水

戸

頼

房

公

御

年

若

の

頃

、

こ

と

の

外

男

立

を

な

さ

れ

鮫

鞘

の

長

か

た

な

に

金

鍔

を

御

打

御

衣

類

も

紅

裏

を

御

付

被

遊

そ

の

外

御

不

行

跡

の

義

と

も

有

之

、

江

戸

中

上

下

の

取

沙

汰

に

御

あ

ひ

被

成

候
ニ

付

御

付

人

御

家

老

中

山

備

前

守

毎

度

色

々

御

諌

言

申

上

候

へ

共

御

用

ひ

無

之

候

也

或

時

御

老

中

方

よ

り

御

奉

書

を

以

て

備

前

守

御

用

之

儀

有

之

間

明

日

四

時

登

城

被

致

様
ニ

と

有

之
ニ

付

備

前

守

登

城

被

致

候

処

、

御

老

中

方

被

申

候

ハ

今

日

其

許

を

被

為

召

候

御

用

ハ

我

々

共

は

不

存

事

に

御

座

候

、

定
而

後

刻

御

前

に

お
ゐ
て
御
直
の
御
用
ニ
而

可
有
之
候
と
也
、
備
前
守

被

申

候

ハ

何
茂
ニ

御

存

知

な

き

御

用

の

筋
ニ
而

拙

者

を

御

前
江

被

為

召

候

と

有

之
ニ

付

て

ハ

我

ら

存

当

り

た

る

儀

有

之

候

、

定

て

水

戸

殿

御

行

跡

の

義

を

御

尋

可

被

遊

と

の

義

と

奉

察
候
、
有
躰
ニ

申
上
候
へ
ハ
主
人
の
悪
事
を
訴
へ

候
ニ

当

り

候

、

又

何

事

を

も

存

不

申

と

申

上

或

は

悪

敷

義

を

も

よ

ろ

し

き

様

に

取

成

申

上

候

ハ

御

上

を

あ

さ

む

き

奉
ニ
而

候

へ

ハ

御

前
江

罷

出

候
而

は

い

た

し

方

無

御

座

候

付

被

為

召

候

と

申

儀
ニ

付

登

城

ハ

仕

候

へ

と

も

私

は

退

出

仕

候

、

依

之

御

き

嫌

損

し

御

仕

置

等
ニ

被

仰

付

候

段

ハ

覚

語

仕

罷

有
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由

申

上

し

か

は

、

御

老

中

方

御

留

被

成

候

へ

共

備

前

守

承

引

不

仕

、

帰

宅

の

節

上

屋

敷
江

立

寄

候

処
ニ

頼

房

公
ニ

茂

今

日

備

前

守

壱

人

御

用

と

し

て

被

為

召

候

段

御

合

点

不

参

候

ニ

付

御

用

相

済

備

前

守

帰

候

を

御

待

被

遊

御

座

候
ニ

付

、

早

速

被

罷

出

候

て

御

尋

の

処

、

備

前

守

御

城
ニ
而

の

次

第

申

上

、

私

義

公

方

様

よ

り

何

ら

の

御

科

シ

此

に

可

被

仰

付

も

は

か

り

難

し

先

切

腹

と

覚

語

相

極

罷

有

候

、

此

上

な

か

ら

残

念

な

る

義

三

ヶ

条

御

座

候

、

先

第

一
ニ

は

私

才

知

お

さ

な

く

候

故

何

事

を

御

諌

申

上

候

て

も

御

前

様

御

聞

済

被

遊

御

行

跡

等

を

も

御

改

被

遊

候

様
ニ

御

異

見

申

し

叶

へ

候

義

を

得

不

仕

候

事

、

二

ッ

に

は

御

年

若

な

る

御

前

様
ニ
而

御

座

候

へ

共

此

備

前

守

を

御

付

置

被

成

候

て

ハ

御

気

遣

も

無

御

座

義

と

御

安

堵
ニ

思

召

候

権

現

様

の

御

目

か

ね

を

御

相

違

に

な

し

奉

り

今

更

申

わ

け

も

無

御

座

仕

合

奉

存

候

、

三

ッ

に

は

と

く

よ

り

心

付

不

申

に

て

ハ

無

御

座

候

へ

共

か

れ

こ

れ

と

見

合

居

候

ゆ

へ

延

引

ニ

仕

御

不

行

跡

の

御

相

談

相

手

と

罷

成

候

不

届

の

奴

原 （
輩
）

成

敗

不

仕

し

て

あ

ん

を

ん

に

御

し

置

私

相

果

候
ニ

お

ゐ

て

ハ

い

よ

〳
〵
御

不

行

跡

の

障

り

に

可

相

成

は

必

定

の

事

ニ

候

た

と

へ

私

義

切

腹

仕

身

命

は

お

わ

り

候

共

魂

は

此

御

殿

の

内

を

ば

は

な

れ
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申

間

敷

間

、

願

ハ

く

ハ

御

行

跡

を

御

改

被

遊

御

上

の

思

召

ニ

も

御

叶

被

遊

候

様

に

と

奉

存

候

、

私

今

生

の

御

暇

乞

い

た

し

候

へ

ハ

御

盃

を

拝

領

被

仰

付

被

下

候

へ

と

申

上

御

小

姓

衆

御

酒

・

御

盃

を

と

備

前

守

申

候

を

頼

房

公

御

聞

被

成

御

小

納

戸

衆

を

被

召

、

日

頃

御

用

ひ

被

成

た

る

伊

達

拵

の

御

刀

・

脇

指

・

御

衣

類

等

ま

て

こ

と

〳
〵
く

取

出

し

持

参

候

様
ニ

と

有

之

備

前

守

見

申

候

処
ニ
而

御

小

性 （
姓
）

衆
江

不

残

わ

け

被

下

、

其

上
ニ

て

御

わ

き

さ

し

の

御

鍔

も

と

を

く

つ

ろ

け

ら

れ

御

小

刀

を

以

御

き

ん

て

う

被

遊

、

向

後

の

義

ハ

御

行

跡

を

御

改

被

成

候

間

気

遣

仕

間

敷

旨

備

前

守

江

被

仰

聞

候

と

な

り

、

右

備

前

守

登

城

の

節

御

老

中

方

江

段

々

の

存

寄

り

申

達

帰

宅

の

由

上

聞
ニ

達

し

候

へ

ハ

公

方

様
ニ

も

備

前

守

左

様

の

了

簡

な

ら

ば

水

戸

殿

の

御

行

跡

ハ

な

を

る

ニ

□
（
て
ヵ
）

あ

る

へ

し

重

畳

の

こ

と

な

り

と

の

上

意

に

有

之

候

と

也

右

三

人

の

衆

中

の

義

を

書

し

る

し

候

事

ハ

権

現

様

御

目

か

ね

を

以

御

三

家

方

の

御

後

見

と

し

て

御

附

人
ニ

被

仰

付

候

処

御

見

立

の

通

三

人

共

に

一

器

量

ッ

ヽ

有

之

衆

中
ニ

申

と

の

証

拠

の

た

め

と

存

一

ヶ

条

宛

書

付

候

也

一

松

平

薩

摩

守

忠

吉

公

尾

州

よ

り

江

戸

表

へ

参

勤

あ

ら

れ

御

逗

留

の

内

御

煩

出

し

被

遊

御

病

気

御

大

節

の

由

諸

医

共

に

申

由

上

聞

ニ

達

し
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将

軍

様

ニ

も

薩

摩

守

と

の

旅

宅

江

御

成

被

遊

候

と

也

、

然

処
ニ

少

々

御

快

気

付

尾

州
江

御

帰

城

あ

ら

れ

御

養

生

可

然

と

の

儀

ニ
而

江

戸

表

を

は

御

発

駕

被

成

品

川

迄

御

出

候

へ

ハ

御

病

気

重

り

御

養

生

御

叶

不

被

成

御

死

去

ニ

付

増

上

寺

に

お

い

て

御

取

置

等

有

之

尤

の

義

也

、

然

る

に

何

の

用
ニ

も

た

ゝ

ぬ

追

腹

を

切

て

死

ハ

犬

死

と

言

も

の

也

ひ

つ

き

や

う

ハ

主

人

う

つ

け

ゆ

へ

の

儀

な

る

そ

と

有

上

意

之

趣

江

戸

表

江
茂

相

聞

ゆ

、

依

之

其

後

越

前

中

納

言

秀

康

公

越

前

北

の

庄

の

城

ニ

て

死

去

あ

ら

れ

候

段

江

戸

表

江

相

聞

け

れ

バ

宿

次

を

以

家

中

の

侍

共

の

内

に

若

殉

死

と

ぐ

へ

き

と

申

者

有

之

候

と

も

堅

く

き

ん

ず

へ

き

旨

越

前

家

老

中

と

あ

る

奉

書

を

被

成

下

る

と

也

権

現

様
ニ

ハ

右

上

意

の

趣

思

召
ニ

御

座

被

遊

候

ニ

付

御

在

世

の

間

御

厚

恩

ニ

預

り

被

申

た

る

衆

中

大

身

小

身

へ

か

け

数

限

り

も

な

く

被

居

候

へ

共

、

駿

府

に

お

ひ

て

御

他

界

被

遊

候

節

御

供

と

申

て

ハ

壱

人

も

無

御

座

台

徳

院

様

ニ

も

右

上

意

を

御

守

り

被

遊

候

を

以

殉

死

の

衆

と

て

ハ

無

御

座

候

と

な

り

一

権

現

様

上

意

に

武

士

を

嗜

侍

ハ

戦

場

江

趣 （
赴
）

か

ら

は

討

死

を

遂

へ

き

心

懸

な

く

て

は

か

な

ふ

へ

か

ら

す

、

し

ら

歯

の

も

の

ハ

歯

の

黄

色

に

な

ら

ぬ

様

ニ

と

心

か

け

、

髪

に

も

香

を

と

む

る

が
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よ

し

と

有

仰

を

承

、

伝

へ

ら

れ

た

る

衆

中

ハ

大

坂

両

度

の

御

軍

の

節

伽

羅

ハ

少

宛

持

参

被

致

候

へ

と

も

、

香

炉

無

之

故

五

月

七

日

ニ

も

髪

に

香

を

留

被

申

た

る

衆

と

て

ハ

御

近

習

ニ

壱

人

も

無

之

候

と

也

、

お

な

し

く

上

意

に

小

身

の

武

士

着

料

の

具

足

を

申

付

お

ど

さ

せ

る

時

□
（
胴
ヵ
）

・

小

手

、

其

外

を

ば

麁

末
ニ

い

た

さ

せ

候

共

兜

を

ば

念

を

入

候

様

ニ

心

得

た

る

か

よ

き

ぞ

、

子

細

ハ

討

死

し

た

る

時

兜

ハ

首

と

一

所

に

敵

の

方

へ

わ

た

る

物

也

、

然

者

死

後

の

為

ニ
而

ハ

な

き

か

と

の

仰

ニ

有

之

候

と

也

右
の
上
意
ニ

付
上
田
主
水
入
道
宗
古
斎
物
語
候
ハ

侍
ハ
戦
場
ニ

お
い
て
討
死
を
遂
た
る
か
よ
き
也

去
ニ

よ

っ

て

月

代

な

そ

の

う

し

ろ

下

り

な

る

ハ

首

に

な

り

た

る

時

わ

び

こ

と

つ

ら

に

な

り

て

見

く

る

し

き

間

後

□
（
ろ
ヵ
）

高

に

そ

り

た

る

か

よ

し

、

か

ミ

そ

り

を

バ

陳

中
江

も

持

参

い

た

し

明

日

ハ

必

一

戦

と

知

た

る

前

日

ニ

ハ

月

代

を

そ

り

首

を

き

れ

い

に

い

た

す

心

懸

専

一

の

由

宗

古

斎

咄

し

の

由

也

一

大

坂

冬

御

陳

の

節

権

現

様

住

吉

の

御

陳

江

上

杉

景

勝

・

伊

達

政

宗

・

佐

竹

義

宣

三

人

同

道

ニ
而

被

参

候

義

有

之

政

宗

は

猩

々

緋

の

袖

な

し

羽

織

に

白

糸

の

菊

と

ぢ

付

朱

さ

や

の

脇

指

白

銀

の

打

鮫

紅

の

腕

ぬ

き

な

り

義

宣

ハ

常

式

の

黒

羽

折 （
織
）

に

五

本

骨

の

扇

子

を

大

キ

に

し

て

付

た

る

ま

て

也

、

景

勝

ハ

黒

キ

と

し

お

り

の

羽

織

に

よ

り

金

ニ
而

芦

を

縫

白

さ

ぎ

を

ぬ

ひ

ニ

い

た

し

赤

き

ひ

ぼ

を

付

て

着

被

致

候

と

也

、

三

人

退

出

の

跡

ニ

て
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権

現

様

被

仰

候

ハ

、

義

宣

ハ

律

義

な

る

人

と

定
而

被

仕

、

側

の

者

共

の

仕

わ

ざ

に

こ

そ

笑

止

な

る

事

也

と

の

上

意

ニ
而

御

笑

被

遊

候

と

な

り

一

大

坂

冬

御

陳

御

あ

つ

か

ひ
ニ

な

り

事

済

候
ニ

付

御

悦

と

し

て

城

中

よ

り

織

田

有

楽

・

大

野

修

理

両

人

茶

臼

山

の

御

軍

営

江

最

初

に

来
ル

、

其

後

七

組

の

頭

を

初

兼

て

御

出

入

の

面

々

ハ

御

太

刀

折

紙

を

差

上

打

各

御

目

見

申

上

る

中

ニ

織

田

雲

生

主

計

ハ

そ

ゝ

う

な

る

扇

を

二

本

台

に

の

せ

雲

生

寺

八

専

院

土

用

坊

と

い

ふ

下

札

を

付

け

持

参

候

と

な

り

雲

生

寺

夏

陳

の

節

ハ

親

父

有

楽

と

一

所
に
城
を
被
出
候
ニ

付
、
組
下
の
諸
浪
人
と
も

の

義

を

ば

大

庭

土

佐

と

申

者

支

配

仕

し

と

な

り

一

大

坂

冬

御

陳

の

節

、

城

方

よ

り

下

町

筋

を

自

焼

い

た

し

候

刻

、

高

麗

橋

を

も

焼

落

し

た

る

共

申

、

又

左

様
ニ

ハ

無

之

と

も

申

、

一

円

儀

定

不

仕

ニ

付

小

栗

又

市
ニ

見

分

い

た

し

参

候

様
ニ

と

被

仰

付

候

ヘ

ハ

罷

越

帰

り

て

高

麗

橋

ハ

其

ま

ゝ

に

て

有

之

候

と

申

上

候

ヘ

ハ

御

聞

被

遊

、

若

高

麗

橋

を

も

焼

お

と

し

候

ニ

於

は

城

中

の

奴

ハ

ら

悉

ほ

し

殺

に

し

て

く

れ

ん

と

思

ひ

つ

る

に

と

の

上

意
ニ

て

何

と

て

使

者

の

も

の

共

は

見

届

ざ

る

ぞ

と

仰

有

け

れ

ハ

、

又

市

申

候

ハ

い

つ

れ

も

臆

病

も

の

と

も

ニ

候

ゆ

へ

近

く

江

寄

て

見

候

ハ

ヽ

鉄

炮

に

当

り

可

申

か

と

そ

ん

し

遠

く

よ

り

見

候

ニ

付

て

の

事

ニ

候

と

申

上

て

又

市

御

前

を

被

立

候

跡

ニ

而

現

様

御

側

衆

江

上

意

に
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又

市

か

あ

の

大

口

に

て

ハ

同

役

共

と

中

悪

敷

か

尤

な

り

と

上

意

に

て

御

笑

被

遊

候

と

也

一

大

猷

院

様

御

代

天

海

大

増 （
僧
）

生

被

申

候

ハ

権

現

様

有

為

無

常

と

御

改

被

遊

台

徳

院

様

ハ

御

に

う

わ

に

御

座

被

遊

候
ニ

付

右

両

御

代

ニ

は

物

も

申

上

よ

く

御

伽

も

い

た

し

易

く

お

も

わ

れ

候

様

に

当

将

軍

様

ニ

ハ

御

発

明

に

て

御

理

屈

強

に

被

成

御

座

候

を

以

御

伽

を

い

た

し

な

か

ら

も

気

か

つ

ま

る

よ

し

被

申

け

る

と

そ

一

権

現

様

駿

府

の

御

城

に

被

遊

御

座

候

節

御

伽

の

衆

中

誰

と

の

は

こ

と

の

外

律

義

人

ニ
而

候

と

の

咄

を

御

聞

被

遊

律

義

な

る

人

と

言

ハ

ま

れ

な

る

も

の

也

我

此

年

に

な

り

候

へ

と

も

律

義

な

る

人

と

て

ハ

佐

竹

義

宣

よ

り

外

に

□
（
は
ヵ
）

見

た

る

事

な

し

と

の

仰
ニ

付

御

伽

衆

何
茂

合

点

不

仕

候

処

に

、

永

井

右

近

御

前

に

被

居

候

か

義

宣

義

を

左

様

に

御

意

被

遊

候

ハ

い

か

様

の

子

細

を

も

つ

て

の

思

召
ニ

御

座

候

哉

と

申

上

候

、

然

れ

候

へ

は

其

方

共

も

そ

ん

す

こ

（
る
脱
）

と

く

先

年

大

坂

に

於

て

石

田

治

部

と

七

人

の

大

名

ど

も

と

出

入

の

義
ニ

付

治

部

大

坂

を

立

退

我

等

を

頼

伏

見

江

参

候

節

大

坂

よ

り

の

道

中

の

義

ハ

義

宣

介

抱

し

て

つ

れ

上

り

そ

の

後

石

田

佐

和

山

の

城

江

蟄

勢

の

道

中

に

於

て

大

名

共

立

合

打

果

す

へ

き

の

風

悦 （
説
）

に

付

三

河

守

に

道

中

見

送

を

我

ら

言

付

た

る

と

の

義

を

義

宣
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聞

及

は

れ

治

部

を

大

名

に

打

果

さ

せ

て

は

其

身

の

一

分

不

立

と

あ

つ

て

道

中

江

目

付

・

物

聞

を

附

置

左

右

次

第

に

馳

出

し

て

三

河

守

と

一

手

ニ

な

り

て

治

部

を

介

抱

い

た

す

へ

き

と

有

て

上

下

と

も

に

軍

立

ニ

て

待

あ

わ

せ

被

居

候

と

な

れ

ハ

律

義

人

の

儀

仁

に

紛

れ

是

な

し

、

其

後

関

ヶ

原

一

戦

の

刻

茂

大

坂

方

江

も

不

付

し

て

被

居

候

を

以

心

底

如

在

な

き

と

ハ

思

ひ

な

か

ら

其

通
ニ

ハ

い

た

し

置

か

た

き

也

我

ら

へ

一

味

に

て

関

ヶ

原

表

江

出

勢

被

致

戦

功

な

と

も

有

之

候

ハ

ヽ

朝

熊

も

先

祖

代

々

の

領

地

の

義
ニ

候

へ

ハ

水

戸

の

儀

ハ

相

違

あ

る

間

敷

に

残

り

多

き

事

也

、

人

律

義

と

言

は

ほ

め

た

る

事

ニ

て

随

分

よ

き

事

な

れ

と

も

律

義

過

た

る

と

言

に

の

そ

ミ

て

は

一

思

案

な

ら

て

は

か

な

わ

さ

る

義

也

と

上

意

の

よ

し

な

り

一

大

坂

御

陳

の

時

将

軍

様

よ

り

軍

法

の

御

書

付

被

遊

、

本

多

上

野

介

を

も

つ

て

御

覧

に

い

れ

ら

れ

候

処

に

権

現

様

御

意

被

遊

候

ハ

、

将

軍
ニ

ハ

な

る

程

此

通

に

て

よ

く

候

、

我

ら

事

ハ

年

若

き

頃

よ

り

い

つ

の

軍

に

も

軍

法

の

書

付

を

出

シ

た

る

事

ハ

こ

れ

な

し

、

子

細

は

軍

法

の

書

付

通

ニ

い

た

し

て

悪

敷

時

ハ

し

か

る

事

も

な

ら

す

、

又

軍

法

の

書

付

を

背

て

能

事

あ

れ

共

そ

れ

を

ほ

め

て

ハ

書

出

し

た

る

法

か

立

ぬ

に

よ

り

時

の

見

合

次

第

に

し

て

埒

を

あ

け

来

り

た

る

事

也

と

仰

□

候

と

也
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一

大

坂

夏

御

陳

之

節

将

軍

様

江

戸

御

出

陳

に

先

達
而

上

杉

・

佐

竹

・

伊

達

・

松

原 （
平
）

上

総

介

殿

右

四

人

の

大

名

衆

人

数

大

勢
ニ
而

押

登

ら

れ

候
ニ

付

、

近

藤

勘

右

衛

門

を

御

使
ニ
而

何
茂

道

を

急

候

様
ニ

と

上

意
ニ

候

へ

と

も

大

軍

ゆ

へ

埒

明

不

申

候

に

付

、

箱

根

山

を

御

越

被

遊

段

々

と

先

勢

を

御

追

越

被

遊

御

道

中

殊

外

御

急

被

遊

候
ニ

付

歩

行
ニ
而

御

供

の

御

番

衆

な

と

ハ

続

円 （
兼
）

御

膳

の

御

料

理

ニ

な

り

候

鳥

の

毛

を

も

馬

上

ニ
而

む

し

る

く

ら

い

に

有

之

候

、

去

ニ

よ

つ

て

伏

見

江

早

々

御

着

被

遊

候

処

、

本

田

上

野

介

に

は

御

道

中

御

急

候

段

御

尤

な

る

儀

と

被

存

候

に

付

其

趣

を

以

被

申

上

候

へ

ハ

権

現

様

御

聴

被

成

以

の

外

な

る

御

き

嫌

に

て

被

仰

候

ハ

将

軍
ニ

ハ

何

用
ニ
而

左

様

に

道

中

を

は

急

か

れ

、

大

身

な

る

奥

州

大

名

共

を

頭

に

立

て

先

馳

を

ば

被

致

候

哉

、

夫
ニ

は

不

及

義

也

と

の

上

意
ニ
而

翌

日

又

そ

の

翌

日

も

御

持

病

気

の

由

被

仰

御

対

面

無

御

座

候

と

也

一

権

現

様

京

都

を

御

発

駕

被

遊

大

坂

江

御

取

置
（
マ
マ
）

被

遊

候

節

何

茂

御

供

中

ハ

腰

兵

糧

計

に

て

事

済

へ

き

な

り

、

小

荷

駄

に

は

お

よ

ふ

へ

か

ら

す

、

御

台

所

方

江

白

米

三

升

・

か

つ

ほ

ふ

し

十

・

塩

鯛

壱

ッ

と

み

そ

を

少

持

参

仕

候

様

被

仰

渡

候

ニ

付

、

又

大

御

所

様

の

御

功

者

立

を

被

仰

出

候

、

去

年

も

大

坂

表

に

百

日

程

御

懸

り

被

成

候

物

を

と

人

々

さ

ゝ

や

き

申

候

と

な

り
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一

大

坂

落

城

の

朝

権

現

様

ニ

ハ

御

持

旗

御

長

柄

等

の

義

ハ

住

吉

辺

に

立

な

ら

へ

候

様

と

御

下

知

被

遊

、

御

自

身

様
ニ

ハ

茶

色

の

御

羽

折
（
織
）

に

下

く

ゝ

り

の

御

袴

を

被

為

召

住

吉

と

城

と

の

間

に

あ

る

く

の

木

の

林

の

内

に

山

駕

籠

に

被

為

召

被

遊

御

座

御

茶

を

被

召

上

候

と

て

松

平

右

衛

門

の

大

夫
ニ

被

仰

候

ハ

、

城

方

の

者

共

の

心

に

は

身

共

は

住

吉

に

ひ

か

へ

居

た

る

と

思

ふ
ニ
而

有

へ

し

、

も

は

や

軍

に

は

勝

た

る

も

の

な

れ

ハ

身

を

大

事

に

し

た

る

が

能

ぞ

と

の

上

意
ニ
而

御

笑

被

遊

候

と

な

り

其

処

江

安

藤

帯

刀

乗

来

り

下

馬

よ

り

下 （
衍
）

御

前

に

て

合

戦

の

次

第

な

そ

申

上

御

茶

・

弁

当
ニ

付

居

候

坊

主

衆

へ

む

か

ひ

身

共

も

何

そ

一

盃

給

度

と

被

申

候

へ

共

御

前

の

御

茶

わ

ん

よ

り

外

ハ

無

之

由

坊

主

衆

申

候

へ

ハ

、

帯

刀

き

か

れ

御

前

の

御

茶

わ

ん

に

て

も

あ

れ

跡

を

す

ゝ

ぎ

置

た

ら

は

よ

さ

そ

う

な

事

也

と

被

申

候

を

御

聞

被

遊

坊
主
衆
へ
被
仰
候
ハ
、
帯
刀
か
の
ど
の
か
わ
く
と

言

に

な

ぜ

早

く

呑

せ

ぬ

そ

、

か

様

の

時

節

上

下

の

へ

だ

て

か

有

物

か

う

つ

け

め

が

と

の

上

意

に

て

御

し

か

り

被

遊

候

と

な

り

帯

刀

退

出

致

候

処

権

現

様

ハ

茶

臼

山

の

上

へ

御

上

り

被

遊

候

節

、

谷

間

よ

り

鉄

砲

打

出

し

候

故

御

供

中

さ

わ

き

候

ニ

付

小

従

人

衆

三

人

其

処

へ

か

け

付

て

つ

砲

打

出

し

候

も

の

を

見

出

し

金

笠

を

か

ふ

り

た

る

足

軽

壱

人

召

捕

へ

茶

臼

山

ヱ

引

来

り

候

処

に

、

本

田

上

野

介

其

場

に

被

居

其

者

ニ

被

申

け

る

ハ
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誰

か

家

来

ニ
而

只

今

の

鉄

砲

ハ

何

と

て

放

し

候

や

と

被

尋

候

へ

ハ

、

私

義

は

本

多

上

野

介

足

軽

ニ
而

御

座

候

上

様

と

ハ

不

奉

存

敵

と

存

放

し

懸

候

と

申

上

ル

上

野

介

大

キ

に

い

か

り

言

語

同

断

の

不

届

者

め

と

被

申

候

を

権

現

様

被

為

聞

小

従

人

衆

の

方

へ

御

向

被

成

放

し

て

遣

れ

、

は

な

せ

〳
〵

と

の

上

意

に

付

追

放

し

に

被

致

候

時

、

上

野

介

不

届

奴

の

義
ニ

御

座

候

間

成

敗

可

仕

と

存

罷

有

候

処

、

御

意

を

以

御

助

被

遊

冥

加

に

相

叶

た

る

奴

に

て

候

と

被

申

上

候

へ

ハ

上

意

に

、

我

等

本

道

を

さ

し

置

脇

道

よ

り

来

り

旗

・

長

柄

も

無

之

ゆ

へ

敵

と

思

ひ

た

る

ハ

こ

と

わ

り

也

、

あ

の

足

軽

に

科

ハ

な

し

と

の

上

意

に

有

之

候

と

な

り

右

小

従

人

衆

ハ

石

丸

庄

兵

衛

・

八

木

善

四

郎

・

田

中

市

兵

衛

と

申

三

人

に

て

こ

れ

あ

り

候

由

、

御

す

な

を

な

る

御

諚

の

由

其

節

下

々

に

て

奉

申

候

と

也

駿

河

土

産

巻

四

終


